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集中と衰退     細る周辺人口減に拍車 

 鹿児島県内初の「平成の大合併」で，薩摩川内市が誕生して１２日で１０年 

になる。鹿児島市も１１月に１０年を迎える。大合併を経て，９６市町村は４ 

３市町村に減少した。行財政改革などを目的に，国が旗を振る形で行われた市 

町村合併は，地域にどんな効果や弊害をもたらしたのか。県内各地の状況を報 

告する。 

 

 薩摩川内市街地からさつま町に延びる国道２６７号の交差点。田んぼの間を 

通る通学路から，児童の弾む声が聞こえてくる。「おはようございまーす」。すれ 

違う住民と朝のあいさつを交わす。 

 ＪＲ川内駅から車で１５分。薩摩川内市中郷地区はかつて水田が広がる農村地帯だっ

たが，土地区画整理事業が終わり，２００４年に薩摩川内市となったころから転入者が目

立ち始めた。商業施設が建ち，人口は１０年で４００人余り増えた。市街地や郊外へのア

クセスの良さが人気のようだ。 

 「過疎が進み育英小学校は一時，統廃合の話も出たけど，子供が増えて学校も残った。

地域ににぎやかさが戻ったよ」。代々農業を営む山田島安治さん（80）は目を細める。 

 旧川内市と樋脇，入来，東郷，祁答院の旧４町，里，上甑，下甑，鹿島の甑島旧４村は，

全国に例を見ない「海越え合併」で薩摩川内市に生まれ変わった。 

 中郷地区のように人口が増えた所があれば，減少した地域もある。１４年４月の人口を

０５年と比べると，市全体は約９万８千人で合併前より５.６％減少。旧市町村別にみる

と，旧川内市が１.２％減と緩やかなのに対し，旧４町は１４.２％，甑島旧４村は２１.

１％と下げ幅が大きい。 

   ◆ 

 特に，下甑島南部の下甑町（旧下甑村）は激しい人口減が止まらない。０５年に２，６

２７人いた住民は，１４年４月には２，０１２人になった。観光客でにぎわう週末を除け

ば，港周辺もひっそりと静まり返っている。 

 市は「高齢化が進む地域。自然減に加え，本土にいる子を頼って島を離れるケースもあ

るのでは」とみる。 

 だが，地元には別の見方もある。下甑

島地域コミュニティ協議会の宮野蔵郎

代表は「支所の職員が減ったこともある」

と言う。０６年に９９人いた正職員は２

９人に減った。大半は本庁に転勤。旧市

域に家を建て家族を呼び寄せた人もい

る。 

 合併の枠組みをめぐって，広域か甑島

４村かで激しい選挙戦が繰り広げられ

た旧下甑村。６０代の農業男性は「合併

で人が吸い取られるのは分かっていた。

大きな市との枠組みが良かったとはま

だ思えない」と話す。 

 旧祁答院町では住民投票を２度実施した。いずれもわずかな差で，９市町村という現在

の枠組みに賛成する意見が上回った。 

 当時，宮之城，鶴田，薩摩の旧３町との合併を求め運動の先頭に立った元町議木場幹事

さん（52）は「今は，大きな枠組みの中で自分の務めを果たしたい。わだかまりはない」。

現在は消防団分団長と地区コミュニティ協議会の役員を務める。 

 祁答院は１０年で人口が約８００人減った。「田舎だから人口が減るのは仕方ないが，

地域を担う人材が少なくなるのはつらい。地域への負担を軽くしてほしい」と望んでい
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る。 （梅下陽一） 

鹿県市町村合併 10 年 

 

「寂れる」不安消えず 
 市町村合併によって，人口が集中する地域と減少する地域の差が大きくなったのは薩

摩川内市だけではない。鹿児島市に吉田，桜島，喜入，松元，郡山の周辺５町が編入して

誕生した６０万都市・鹿児島市でも格差が顕著になりつつある。 

 ４車線の県道沿いに立ち並ぶ真新しい一戸建て住宅やスーパー。１万５千人が暮らす

鹿児島市松元地域は合併１０年で田園風景が一変し，人口は２割増えた。若い世代の移住

が進み，新興の大型団地には子供の声が響く。 

 合併で鹿児島市の面積は２倍になった

が，人口は１割増にとどまった。旧市域へ

の一極集中が懸念される中，旧５町で唯一，

住民が増えた松元は〝勝ち組〟のように

見える。 

 だが，ＪＲ上伊集院駅近くの松元校区折

尾町内会の定榮一郎会長（77）は表情を曇

らせる。「隣の薩摩松元駅前の商店街が寂

れた。歩いて行ける店がなくなり，高齢者

には不便な街になった」。隣の石谷校区で

自治公民館長（町内会長）を務める花倉耕

作さん（78）も「旧町時代は盛んだったス

ポーツ交流がなくなった。新しい住民との

交流が減り，地域の一体感が薄れた」と寂

しそうだ。 

 もともと鹿児島市のベッドタウンとし

て機能してきた。合併後は住民サービスの

均一化が進み，その勢いに拍車が掛かった。 

 ４年前に一家３人で旧市のアパートか

ら春山地区の戸建てに引っ越した会社員

男性（42）は，交通アクセスの良さを強調する。「旧市の大型店でよく買い物をする。松

元だからではなく，単に郊外団地に住んでいる気持ち。旧松元町を盛り上げようという意

識はない」 

   ◆ 

 一方，旧桜島町では役場職員を含めた人口流出が続き，合併時の２割減の３，６６７7

人（２０１４年３月現在）に落ち込んだ。ある支所職員は「子育て支援，フェリー運賃助

成など（旧町時代の）独自の定住策がなくなったからだ」と，６０万都市にのみ込まれつ

つある現状を説明する。 

 子供の減少はより顕著だ。桜峰小学校では，１０年前に１００人ほどいた児童は３分の

１となった。無職男性（70）は「同じ住民サービスなら，便利な市街地に住むのは理解で

きる。子育て世代がこぞって移住した」。合併効果で上向きの観光も，地元で雇用増生む

ほどではないという。 

 「地域が寂れる」。合併時の旧町の不安が的中するかのように，市街地への一極集中は

進んでいる。 （藤崎慎二，江口淳司，常深さゆり） 
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鹿県内，10 年で 940 人減少 
 「平成の大合併」で誕生した鹿児島県内２２市町の９月１日現在の議員定数が，２００

４年９月１日の合併前構成市町村の合計と比べ，平均６４.５％減っていることが８日，

南日本新聞の調べで分かった。２２市町では１０年間で議員８３２人が削減された。合併

しなかった２１市町村は計１０８人減り２９.９％減，全４３市町村では９４０人減り５

６.９％の減少だった。 

 減少率が最も高いのは薩摩川内市で，１３０人から２６人になり，８０.０％減少。次

いで霧島市の７８.３減（１２０人から２６人に減少），南さつま市の７３.０％減（７４人

から２０人に減少）だった。非合併市町村は，２０人から１０人になった瀬戸内町の５０.

０％減が最高で，１４人から８人になった大和村と宇検村の４２.９％減が続いた。 

 議員減に伴い，議員１人当たりの人口は大きく増えた。薩摩川内市が７９５ .７人から
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３，７１９.４人に増え，４.７倍。霧島市は１，

０５９.８人から４.６倍の４，８７８.２人にな

った。 

 県立短期大学の山本敬生准教授（行政法，地

方自治法）は，経費削減や議員一人一人の活躍

の場が増えるなど良い面もあるとしながらも，

「あまりにも急激に減っており，住民自治，民

主主義の観点からは好ましいことではない」と

話す。住民と議会との距離が遠くなり，政治的

無関心が進む恐れがあるという。 

 また，大幅な減少にもかかわらず，住民から

不満の声が上がらないことを指摘し，「市町村

議員への期待感の薄さの表れではないか」と話

した。（川畑美佳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年１０月９日（木）／南日本新聞 


